
 

夏休みを迎えるにあたり 
４月の始業式・入学式から始まった新学期。日々の学習や友達とのかかわり、運動会などの行事を通して、

子どもたちは一まわりも二まわりも成長しているように感じます。 

各学級では、この一学期、様々な「小さな目標」に向かって取り組んでいました。 

• 「給食の準備を時間内に済ませよう」 

• 「挨拶をきちんとしよう」 

• 「特別教室へ行くときは並んで静かに歩こう」 

• 「時計を意識して、自分で判断して行動しよう」 

毎日、担任が声をかけながら、こつこつと積み重ねてきた努力は、成果となって表れ始めています。 

子どもたちが楽しみにしている長い夏休みが始まります。この長い休み、「自分で決めた目標」を持つこと

で、子どもたちはさらに成長すると考えます。目標は、難しいものである必要はありません。 

「本を読む」 「朝は６時に起きる」 「夜は９時までに寝る」 

「少し頑張れば、確実にやり遂げられること」を自分で決め、継続することが大切です。「できた」という達

成感が、子どもたちの確かな自信となり、新たな目標へと続きます。夏休みを迎えるにあたり、学級で「どんな

夏休みにしたいか」話し合っています。その目標が達成できるよう、応援してあげてください。 

また、長期休業だからこそできる体験を、ぜひ味わわせてください。 旅行やレジャーといった特別なイベン

トは素晴らしい経験ですが、日常のちょっとした工夫の中にも、素晴らしい学びの種があります。 

• 涼しい時間帯に、近くの公園で生き物や植物の「探検」をする 

• 「今日のお昼ご飯の献立」を自分で考える 

• 「我が家の掃除リーダー」になって、自分の担当場所をきれいにする 

このように、「子どもが自分で考え、実行する」こと。そのプロセスこそが、感性を刺激し、子どもたちの心を

より豊かに育てているのだと信じています。 

一学期の間、子どもたちを優しく見守り、学校の活動を支えてくださった保護者の皆様、そして地域の皆様

に、教職員一同、深く感謝申し上げます。どうか健康と安全に気をつけ、良い夏休みをお過ごしください。休み

明け、さらにたくましくなった子どもたちに会えることを楽しみにしております。 

給食を通した食育 
1 学期の間に、「トウモロコシの皮むき」「ソラマメ

のさやむき」の活動を行いました。「エダマメのサヤ

モギ」は残念ながら台風による休校でできませんで

したが、給食で提供する食材の下準備をする経験

を通して、食べ物へ

の関心を深めていま

す。2学期は、給食委

員会の活動を通して、

郷土料理やだしにつ

いての食育活動も行

う予定です。 

 

防犯教室 
行徳警察署の生活安全課の警察官加藤さんが、

6 年生に向けて「防犯教室」を行ってくださいました。 

ネットにのせた情報は拡散を止められない、ネット

上で友達になった人はいい人ばかりではないなど

ネットから犯罪に巻き込まれる可能性があることや、

「悪口を言う」「ものをこわす」「ものをとる」など、友

達と過ごす中でしてしまっている「悪いこと」が法律

に違反していることもある、

「悪いこと」とは相手にと

って「悪いこと」である、

「悪いこと」はしない、とい

うことを学びました。 
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